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SEA中間研修・CIR 中間研修を行いました
（一財）自治体国際化協会 JETプログラム事業部

はじめに
JET プログラム事業部では、JET プログラム参加者の
業務能力向上のため、各種研修を実施しています。
2023 年 11 月から 12月にかけて、スポーツ国際交
流員（SEA）および国際交流員（CIR）を対象とした研
修を行いました。ここでは、２つの研修で実施した内容
をピックアップしてご紹介します。

SEA中間研修
2023 年 11 月９日から 10 日にかけて、東京都で
SEA 中間研修を実施しました。本研修には、SEA ７人
および任用団体の担当者１人が参加しました。
◦コーチング体験
立候補した受講者が他の受講者に対して、自身が専門
とするスポーツをコーチングするという内容でした。今
回は野球とバドミントンを実施しました。
SEA は、JET プログラムの他の職種である外国語指
導助手（ALT）や CIR と異なり、特定言語の必須要件が
ありません。今回受講した SEAはそれぞれがアメリカ、
インドネシア、タンザニア、中国、デンマーク、ドイツ
出身と多国籍でした。受講者同士の母国語が違う中で、
言葉を多く使わずともコミュニケーションを取り、とも

にスポーツを楽しみながら、コーチングの方法を学ぶ実
践的な内容となりました。
◦グループディスカッション（問題解決）
SEA の活用現場で実際に起こりうる問題について、
受講者同士が改善策を話し合いました。当部で用意した
シナリオは、指導する生徒のモチベーションの低下や
職場でのコミュニケーションについて言及するもので、
SEA目線と任用団体目線の両方から作成しました。
SEA と任用団体担当者が互いの立場になって、双方
が歩み寄る解決策について考えたこの経験は、普段の業
務にも活かしていただけることでしょう。
◦日本文化体験
2022 年度は書道体験でしたが、今年度は武道体験を
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行いました。受講者は袴をはいて、所作から刀の振り方
までを学びました。本体験は２日間にわたる研修の最後
のプログラムとなりましたが、受講者は疲れを見せず、
集中して取り組んでいました。

CIR 中間研修
12 月 13 日から 15 日にかけて、滋賀県で任用１～
３年目の CIR に向けて研修を行いました。2023 年度
は受講対象者を２つのグループに分けて、12月と３月
に同内容の研修を実施することとしています。第１回
目の今回は、アメリカ、中国、韓国、ブラジル、ペルー、
メキシコ、アルゼンチンの CIR 約 200 人が参加しま
した。
◦事例発表
４、５年目の現役CIR ２人が講師となり、自身の経
験をもとに業務遂行のコツを発表しました。テーマは新
規事業の立案と出前講座（CIR が学校やコミュニティー
センターなどに出向いて開催する文化講座）の実施方法
で、ユーモアを交えたプレゼンテーションに受講者は聞
き入っている様子でした。
普段他のCIR の具体的な業務内容を知る機会がない
なかで、先輩CIR の経験やそれに基づく考え方につい
て学ぶことは、受講者にとって刺激になったことで
しょう。

◦選択講義
受講者それぞれが以下の４つの講座の中から希望する
もの３つを選んで受講しました。
①クレアプログラム・コーディネーター（PC、JET プ
ログラム経験者）によるパネルディスカッション

②広報戦略
③ビジネス Eメール
④パワーポイントの資料の作り方
①パネルディスカッションでは、受講者から事前に質
問を募集し、関心の高かったトピックについて、CIR 経
験者である PCが話し合いました。トピックは職場での
コミュニケーションや日本語の勉強法から JET プログ
ラム終了後の就職活動までと幅広く、ディスカッション
中の質問も相次ぎ盛り上がりました。
②広報戦略では、状況やターゲットに合わせて広報を
適切に行えるよう、情報発信の視点や具体的な手法につ
いて学びました。
◦企画力向上演習
研修の最後のプログラムとして、グループ演習を行い
ました。架空の市のCIR となった受講者は、用意され
たシナリオに従って、料理教室や学校訪問、動画作成な
どの事業実施計画を立てました。シナリオには事業のプ
レゼンテーション資料や Eメールの作成、情報発信と
いった課題が盛り込まれ、受講者は３日間の研修で学ん
だスキルを実践して取り組みました。

研修を終えて
今回ご紹介した２つの研修は、全国津々浦々で活躍す
る JET プログラム参加者が一堂に会し、研修を受ける
とともに交流を深める機会となりました。ご協力いただ
きました関係者の方々に感謝申し上げます。また、今回
の研修が、受講者の皆様にとって、実りあるものとなっ
ていれば幸いです。
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